


◆ 競技形式
・両⽇ともにリーグ戦（延⻑戦なし・PK戦なし）
・全試合 前後半25分 +  ハーフタイム10分

◆ 出場チーム/組み合わせ⼀覧
セッチ・ミランBBee A-pfeile広島AFC ガネーシャ静岡AFC FCアウボラーダ FC TS ONE 2023

セッチ・ミランBBee M1 M7 M10 M4

A-pfeile広島AFC M1 M3 M8 M6

ガネーシャ静岡AFC M7 M3 M5 M9

FCアウボラーダ M10 M8 M5 M2

FC TS ONE 2023 M4 M6 M9 M2

◆ 競技スケジュール DAY1（開会式︓10:40~10:50）
マッチ 試合時間 HOME AWAY
M1 11:00 〜 12:00 セッチ・ミランBBee vs A-pfeile広島AFC

M2 12:10 〜 13:10 FCアウボラーダ vs FC TS ONE 2023

M3 13:20 〜 14:20 A-pfeile広島AFC vs ガネーシャ静岡 AFC

M4 14:30 〜 15:30 FC TS ONE 2023 vs セッチ・ミランBBee

M5 15:40 〜 16:40 ガネーシャ静岡 AFC vs FCアウボラーダ

◆ 競技スケジュール DAY2（表彰式・閉会式︓16:00~）
マッチ 試合時間 HOME AWAY
M6 10:00 〜 11:00 FC TS ONE 2023 vs A-pfeile広島AFC

M7 11:10 〜 12:10 セッチ・ミランBBee vs ガネーシャ静岡AFC

M8 12:20 〜 13:20 A-pfeile広島AFC vs FCアウボラーダ

M9 13:30 〜 14:30 ガネーシャ静岡AFC vs FC TS ONE 2023

M10 14:40 〜 15:40 FCアウボラーダ vs セッチ・ミランBBee

表彰式・閉会式はチームウェアを着用し、多くの仲間たちと
大会関係者へ感謝の気持ちを持ち、しっかりと参加しましょう
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◆ ⼤会規定
競技運営
・競技責任者は審判員、記録員、運営補助員を統括する
・試合開始前に「マッチコーディネーションミーティング」を実施することを原則とする。な
お出席者は競技責任者、両チーム代表、審判員とする
・⼤会本部責任者は常に厳正かつ客観的に任務を遂⾏する
・⼤会本部責任者は試合当⽇（試合前⽇も含む）、悪天候等不⾜の事態が発
⽣した場合、中⽌を決定する役割を担う

ユニフォーム
・必ず正・副2着を⽤意し、試合前に本部に提出するメンバー表には選⼿の背番号
が明確に表⽰されていなければならない。なおインナーの⾊はユニフォームの⾊と異な
るものでも着⽤することができる。

試合⽅式
・試合は5号球を採⽤しマルチボールシステムに準じて⾏う
・ノンアンプティプレイヤーの登録は最⼤で3名まで（試合毎での変更可）
・ノンアンプティプレイヤー（同⼀チーム）が1度にピッチに⽴てる⼈数は2名まで（GK含む）
・50分間の試合（前後半25分、インターバル10分、タイムアウトあり）

選⼿交代
・試合中の選⼿交代に回数の限りはない（同⼀選⼿が何度も出⼊りを繰り返して
も良い）。ただし⼀度に交代できる⼈数は両チームそれぞれ2⼈までとする

警告/退場
・原則、競技規則に準拠してすすめる。警告の累積2枚及び退場を命じられた場合
は次節の1試合を「出場停⽌」処分しベンチに⼊ることも禁⽌とする。また退場の仕
⽅次第では、⼤会実⾏委員会にて協議し次節以降のリーグ戦の出場について追加
処分を⾏う場合がある

勝点制
・勝ち＝「3点」、引き分け＝「1点」、負け＝「0点」、不戦敗＝「-1点」とし、合計点
数が多いチームを上位チームとし、次の順序により順位を決定する。①勝ち点、②得
失点差、③当該チーム間の対戦成績（イ勝利、ロ得失点、ハ総得点）、④総得
点数、⑤反則ポイントの少ないチーム（⻩⾊1、⾚⾊3）、⑥コイントス

その他
・⼤会実⾏委員会がチーム間でのレンタル出場が妥当と認めた場合に限りレンタル
出場を認める場合がある ２



◆ 競技をする上での注意事項

安全
・競技者は、すべての装⾝具(ネックレス、指輪、ブレスレット、イヤリングなど)は禁⽌さ
れており外さなければならない。装⾝具をテープで覆うことは認められない。ただし残
肢を地⾯につけないようにする為の装具等、競技を円滑に⾏う為の物（ヘッドギア・
フェイスマスク等）に関しては審判員、競技責任者の了承を得た場合は使⽤可能と
する

両義⾜（FP）・両義⼿（GK）の競技者について
・両義⾜のFP競技者は、⽚側の義⾜を着⽤した状態で競技参加が認められる。た
だし、試合前に義⾜の状態等の点検を受ける必要がある
・両義⼿のGK競技者は、⼤会実⾏委員会の判断により、⽚側義⼿をつけた状態
でのプレー、もしくは義⼿をはずし両残肢を使⽤したプレーについて競技の公平性を
侵害しないとの判断に基づき競技参加が認められる
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